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スＩ型とⅡ型間の転移の不可逆性（n ）
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〔(社)日本家政学会

（目的）天然セルロースはＩ型の、再生セルロ―スはｎ型の結晶型を持っている。n型は一般に

Ｉ型をNaOHの濃厚液でアルカリ処理し、その後水洗処理をすることにより得られるが、ｎ型をI

型に戻すことはできず、Ｉ型とｎ型間の転移は不可逆であるとされている。その原因については、

未だに明らかにされていない。この不可逆性の原因を明らかにできれば、機能性素材としてのセル

ロースの活用がより一層拡大されると考え、今回は固相でアルカリ処理された試料のC P ／M A S

'^ C - N M Rスペクトルの比較検討を試みたので報告する。

（方法）Ｉ型の試料としては主にラミー糸を用いた。Na-Cel UはI型試料を自由収縮下でI0～45wt

ZのNaOH水溶液に一時間浸漬し、その後一昼夜風乾して作製した。CP／MAS'^C－NMR測

定はJ E 0 L　JNM－GX270分光計により室温で行った。

（結果）各濃度のNaOH液で処理したラミーのN M Rスペクトルの各炭素の化学シフトを比較して

みると12.5X以下、153;～251、25≪以上のNa-Cel 1の３つのパターンに分類できる。これらのＸ線パ

ターンも同様に３つに分類でき、各々異なるNa-Cel1が生成されていると考えられる。又、各炭素

の化学シフトがＩ型と同じであった12.55;以下のNa-Cel 1を0 ての水で水洗再生処理をして得たセ

ルロースは, ほぼＩ型の結晶型を示すのに対し、15%以上の場合は逆にほとんどｎ型に転移してい

る。そこで各Na-Cel 1の分子運動状態を調べるため1 3Ｃ の縦緩和時間（T ,）をiM定した。12.5?;以下

で得たNa-Cel Iの各炭素のT ,はＩ型のそれより長く、15?以上の場合は短くなり、運動性が高くな

る傾向が認められた。T 1の長短が主にn型への転移率の高低につながると考え、更に検討を行っ

てい･g．

D 78

ヤ

の

キ

し

と

回

目

ス

関

方

ヤ

的

ト

連

法

ハイドロオキシプロピルセルロースの力学及び構造特性の温度依存性

奈良女大家政　○柳田直子・松生　勝

セルロ―ス誘導体であるハイドロオキシプロピルセルロ―ス（ＨＰＣ）

フ イルムを作成し、延仲後、その構造及び力学特性　ao3

を、温度依存性の観点により検討した。

　粘度平均分子量約3,800のH P Cを水に溶解して

ストフィルムを作成した後、i70℃で７倍までに延伸

た。この試料の力学特性を、結晶弾性率及び結晶化度

の関係において検討するため、この２つの値をとＸ線

折法によって測定した。

結果　Ｘ線回折によって測定した結晶弾性率の値（Fig

1 ）は温度依存性をほとんど持たないが、ヤング率の値は

温度上昇にともなって低下した。

一方Ｘ線的に求まる常温での結晶化

度　Nornal ized　value （H .＼l.）を1と

したときの各温度におけるN . V.値

は温度と共に上昇した（Fig . 2 )。

これは、非晶鎖セグメント間の距離

が熱運動によって広がったことが原

因であったと考えられる( F i g. 3 ）
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　Fig. 3


